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１．はじめに

発掘調査で発見された遺跡は、国や都、区、市の「指

定史跡」に指定されることにより現地が保存され、その

後、遺跡公園や公園として整備されることがある。また、

指定史跡以外の遺跡においては、個別にその価値が認め

られた遺跡が遺跡公園となる事例がある。こうした遺跡

が保存された公園は遺跡が現地で保存できる有効な手法

であり、公園という公共空間となる。 
都・区・市によって設置される公園は、地方自治法や

都市公園法の規定により、各自治体の定める条例によっ

て設置や管理方法が定められている。また、遺跡公園は、

公園である以前にそこに遺跡が保存されている場所であ

るため、文化財保護法上の保護・管理も行われている。  
遺跡の公園化は、その遺跡の所在する自治体が文化財

保護法関連の国庫補助金等を利用して行ってきた。文化

庁では、1966年から「風土記の丘」整備事業として、古
墳や城跡等と資料館一体で整備を進め、1978 年からは
「歴史の道」整備事業(平成 5年から歩き・み・ふれる歴
史の道事業）として交通流通に関わる遺跡の整備を進め

てきた。そのなかで、文化庁は 1978年に「ふるさと歴史
の広場」事業(史跡等活用特別事業）を開始し、歴史的な
地上建造物の復元、遺構の屋外展示やガイダンス施設の

設置等を進めた。また 1993年からは「地域中核施設等整
備特別事業」を定め、政治・経済・文化の中心であった

国府や国分寺等の体験型展示施設を整備することを進め

た。 
全国には様々な遺跡公園があり、大規模な遺跡公園、 

 
 
 
 
 
 
 

写真 1(左),写真 2(右) 千代田区外濠公園 

 (表１№10),筆者撮影 
 
A study on the actual condition and future of 
archaeological parks in Tokyo 

例えば青森県の特別史跡三内丸山遺跡や佐賀県の吉野ヶ

里歴史公園等が注目されがちであるが、都市である東京

都内においても遺跡公園は存在する。 
しかし、1970 年代後半から 90 年代に作られたものが

多くあり、経年劣化が進んだ施設が多く見受けられ、遺

跡を知るという役目が薄れている。 
 
２．研究の目的と研究方法

研究の目的

そうした状況の中にある遺跡公園であるが、本稿では

東京都を対象として、都内の各地に所在する遺跡公園に

着目し、遺跡あるいは公園に関連する様々な観点からそ

の実態を把握するとともに、都市における遺跡公園の今

後のあり方について考察することを目的としている。 
本稿では、対象とする遺跡公園を「都市公園法や文化

財保護法に基づき、都区市が管理する公園で、名称に遺

跡・史跡、遺跡の固有名称(住居跡・国分寺跡等)が付く公
園」と定義する。主に発掘調査で発見された、あるいは

一部で発掘調査が実施されている公園としているが、未

調査であっても古墳や中世山城のような地上の人工物を

持つ公園も含めている。 
2.2研究方法 
研究方法は、まず東京都建設局がWeb上で公開してい
る 2022年版『公園調書(令和 4年 4月 1日現在)』をもと
に、そこに記載されている公園名から遺跡、史跡、遺跡

の固有名称が付いている公園を抽出した。 
この作業と並行して、東京都内の各自治体がWeb上で

公開しているオープンデータや各自治体が発行している

「文化財年報」「文化財概要報告」等の刊行物で、『公園

調書』の記載の裏付けをとるとともに、『公園調書』に記

載されていない遺跡公園を抽出した。 
その結果、東京都内には 32か所の遺跡公園があること

を確認した。 
そして、2022年 6月から 2023年 1月にかけて現地に

赴き、遺跡公園の実態に関する調査を実施した。公園の

現状や復元遺構等の状態に関する記載は、実見した際の

記録をもとにしている。 
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表１ 東京都の遺跡公園一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 東京都の遺跡公園の位置 

№  場所 公園名 法・公園種別 管理団体 面積 開園年 史跡 主な時代 

1 足立区 区立伊興遺跡公園 都市公園法・街区 足立区 2,716 1993  古墳 

2 足立区 区立白旗塚史跡公園 都市公園法・街区 足立区 3,685 1987 都 古墳 

3 北区 区立豊島馬場遺跡公園 都市公園法・街区 北区 2,839 1999  古墳 

4 品川区 区立大森貝塚遺跡庭園 都市公園法・ ‐ 品川区 6,340 1996 国 縄文 

5 渋谷区 区立猿楽古代住居跡公園 都市公園法・街区 渋谷区 1,076 1978 区 弥生 

6 新宿区 区立外濠公園 都市公園法・緑地 新宿区 38,794 1927 国 江戸 

7 世田谷区 区立稲荷塚古墳緑地 都市公園法・緑地 世田谷区 869 2000 区 古墳 

8 世田谷区 区立狐塚古墳緑地 都市公園法・緑地 世田谷区 1,064 2015  古墳 

9 世田谷区 区立世田谷城阯公園 都市公園法・歴史 世田谷区 3,835 1940 都 南北朝 

10 千代田区 区立外濠公園 都市公園法・緑地 千代田区 38,794 1927 国 江戸 

11 練馬区 区立池淵史跡公園 都市公園法・風致 練馬区 7,269 1977 区 縄文 

12 港区 都立台場公園 都市公園法・歴史 指定管理者 29,963 1928 国 江戸 

13 目黒区 区立東山貝塚公園 都市公園法・街区 目黒区 1,752 1979  縄文 

14 国分寺市 市立歴史公園 文化財保護法 国分寺市 43,584 2003 国 古代 

15 国分寺市 都立武蔵国分寺公園 都市公園法・総合 指定管理者 114,608 2002 国 古代 

16 狛江市 市立亀塚古墳公園 都市公園法・特殊 狛江市 291 2020  古墳 

17 狛江市 市立猪方小川塚古墳公園 都市公園法・特殊 狛江市 242 2020 都 古墳 

18 狛江市 市立土屋塚古墳公園 都市公園法・特殊 狛江市 288 2020 市 古墳 

19 西東京市 市立下野谷遺跡公園 都市公園法・歴史 西東京市 3,172 2007 国 縄文 

20 多摩市 遺跡庭園 縄文の村 文化財保護法 公益財団法人 8,955 1987 都 縄文 

21 町田市 市立金井遺跡緑地 都市公園法・緑地 町田市 1,677 1992  江戸 

22 町田市 市立高ヶ坂遺跡公園 都市公園法・街区 町田市 825 1999 国 縄文 

23 町田市 市立本町田遺跡公園 文化財保護法 町田市 4,461 2007 都 縄文 

24 武蔵村山市 市立三本榎史跡公園 都市公園法・歴史 武蔵村山市 1,053 1981 市 江戸 

25 八王子市 都立平山城址公園 都市公園法・総合 指定管理者 120,014 1980  中世 

26 八王子市 市立中田遺跡公園 都市公園法・近隣 指定管理者 10,898 1970 市 古墳 

27 八王子市 市立片倉城跡公園 都市公園法・特殊 指定管理者 69,739 1972 都 室町 

28 八王子市 市立椚田遺跡公園 都市公園法・近隣 指定管理者 11,065 1991 国 縄文 

29 東久留米市 市立下里本邑遺跡公園 都市公園法・特殊 東久留米市 8,184 1982 都 弥生 

30 東久留米市 市立小山台遺跡公園 都市公園法・特殊 東久留米市 4,399 1982 市 縄文 

31 府中市 区立武蔵台遺跡公園 都市公園法・街区 府中市 639 1996  縄文 

32 府中市 市立武蔵府中熊野神社古墳公園 都市公園法・歴史 府中市 2,684 2009 国 古墳 

〔凡例〕 国：国指定史跡 都：都指定史跡 区：区指定史跡 市：市指定史跡 
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３．東京都の遺跡公園の現状と実態

遺跡が保存されている場所

遺跡が保存されている場所は、公園化されていない場

所や発掘調査で遺跡が見つかった場所、古墳等のような

視覚的に遺跡と認識されることで保存されてきた場所と

いうように、保存には様々な状態が認められる。 
本稿で遺跡公園を取り上げるにあたり、東京都内の各

自治体がWeb上で公開しているオープンデータや各自治
体が発行している「文化財年報」「文化財概要報告」等の

刊行物を精査したところ、東京都内で遺跡が保存されて

いる場所は、都市公園法や児童福祉法による公園化がさ

れていない場所や文化財保護法により保存されていると

ころを含めると、東京都全域では 100 か所を超えること
がわかった。 
東京都建設局の 2022年版『公園調書』によると、本稿
の対象とする「遺跡公園」は東京都内に 32か所存在し(表
1)、「遺跡公園」ではないが遺跡が保存されている公園が
少なくとも 40か所存在する。この他にも公園化されてい
ない遺跡の保存場所が都内には 30か所以上ある。 

 
 
 
 
 
 
 

写真 3(左),写真 4(右) 目黒区東山貝塚公園 (表１№13),筆者撮影 
東京都の遺跡公園

遺跡公園は、東京都の中央部から東側にかけて 19の自
治体に 32か所が所在している(図 1)。区市別では、13か
所が区部に、19か所が市部に位置しており、都内西寄り
の市町村には所在していないことがわかる。 
以下では、これら 32か所の遺跡公園を、公園としての
基礎的な属性である「法・公園種別」「都立・区立・市立」

「管理団体」「面積」「開園年」や遺跡関連の属性である

「史跡」「公園名」「主な時代」の順に詳細をみていくこ

とにする。 
なお、公園名は表 1の名称及び番号で表記する。 

（ ）法・公園種別

都市公園の分類は、「住区基幹公園」「都市基幹公園」「大

規模公園」「国営公園」「緩衝緑地」などがあり、それら

がさらに細分されているが、本稿に係わる種別は「住区

基幹公園」「都市基幹公園」「緩衝緑地」である。 
住区基幹公園は、面積別に「街区公園」「近隣公園「地

区公園」の 3種に分類され、都市基幹公園は「総合公園」
と「運動公園」に分類される。緩衝緑地には、特殊公園

（風致公園、動植物公園、歴史公園等）が含まれる。 
東京都の遺跡公園で、都市公園法により管理されてい

る公園は 29 か所である。都市公園法の上記の分類では、
遺跡・歴史関連は「特殊」「歴史」に含まれるとしている

が、実際にはこれら以外に「街区」「緑地」「近隣」「風致」

「総合」と様々である。 
また都市公園法以外では、文化財保護法による遺跡の

保存・公園化した場所が 3か所所在している。  
 

 
 
 
 
 
写真 5(左),写真 6(右) 狛江市猪方小川塚古墳公園 

(表１№17),筆者撮影 

都立・区立・市立

都立が 3か所(№12,№15,№25)、区・市の自治体設置が
28か所、公益財団法人の管理が 1 か所(№20)であること
がわかる。 

管理団体

都立公園は、利用者サービス向上と効率的で効果的な

管理運営を目指して、公園管理を指定管理者に委託して

いる。都立の遺跡公園である 3 か所(№12,№15,№25)も、
指定管理者が管理を行っている。 
区・市の各自治体に所在する遺跡公園の管理は、八王

子市を除き、各自治体が行っている。八王子市は、市内

を地域で区分し、有料施設や庭園のある公園は個別に、

公園管理を指定管理者に委託している。八王子市立の遺

跡公園 3か所(№26,№27,№28)も、指定管理者が管理を行
っている。 
公益財団法人が管理している遺跡公園は多摩市にある

遺跡庭園縄文の村の 1か所(№20)である。 
（ ）面積

面積では、最も狭小な遺跡公園は 242 ㎡の狛江市猪方
小川塚古墳公園(№17)、一方最も広いのは 120,014 ㎡の
八王子市平山城址公園(№25)である。面積の傾向は、500
㎡以下が 3か所、501～5000㎡が 16か所、5001㎡以上
が 12か所である（外濠公園は新宿区・千代田区・港区の
合計面積）。 
調査前は、東京都という都市にあるので面積は狭いも

のが多いと予想していたが、5000㎡以上の広い敷地を持
つ公園が 12か所も含まれていることは想定外であった。 
（ ）開園年

開園年が最も古い遺跡公園は、1927(昭和 2)年に開園し
た千代田区・新宿区・港区にまたがる国指定史跡「江戸

城外堀跡」を整備した外濠公園である（港区は公園とし

ていないため表 1には含めていない）。 
その後、1970年から 2015年にかけて、概ね年に 1か
所又は 2か所程度作られてきた。近年では、2020年に狛
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江市が 3か所の遺跡公園を整備している。 
1970年以降 2000 年代に作られた遺跡公園には、復元
住居や復元遺構を設置している場所があり、調査の中で

そうしたものには経年劣化が認められるものが含まれて

いることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
写真 7(左),写真 8(右) 八王子市椚田遺跡公園 

(表１№28),筆者撮影 

（ ）史跡

史跡に指定された遺跡では、国指定史跡 10か所、都指
定史跡 7か所、区指定史跡 3か所、市指定史跡 4か所で
あるが、指定外の遺跡でも 8 か所が遺跡公園として保存
されている。これは区や市において遺跡の価値が認めら

れた場合であり、公園化することで以後の保存がしやす

くなるともいえる。 
（ ）公園名・主な時代

公園名は、「遺跡」が付く「遺跡公園」「遺跡緑地」「遺

跡庭園」が 14件と最も多く、「史跡公園」が 3か所、「歴
史公園」が 1か所である。 
遺跡の固有名称としては、「古墳」が付く「古墳公園」

「古墳緑地」が 6か所と多く、住居跡、外濠、城跡(又は
城址・城阯)、台場、貝塚、国分寺がみられる。 
保存する遺跡の時代は公園名に反映されることが多い

が、最も多いのが縄文時代・古墳時代の各 10か所である。
地上の構造物として古墳が残存している場合は、名称に

「古墳」が入る。縄文・古墳時代以外では、江戸時代が 5
か所であることがわかる。 
なお、発掘調査で見つかる遺跡は、一つの時代ではな

く複数の時代が見つかるいわゆる複合遺跡であることも

多いが、その場所で見つかった主体となる時代を公園名

としている。 
 
 
 
 
 
 
写真 9(左),写真 10(右) 北区豊島馬場遺跡公園 

(表１№3),筆者撮影 

４．おわりに

このように東京都を対象として、都内の各地に所在す

る遺跡公園を抽出し、遺跡あるいは公園に関連するいく

つかの観点からその実態を把握した。  
東京都内には 32か所の遺跡公園が所在し、公園として

の基礎的な属性「法・公園種別」「都立・区立・市立」「管

理団体」「面積」「開園年」や遺跡関連の属性である「史

跡」「公園名」「主な時代」の詳細を取り上げた。 
東京都内で開園年が最も古い「公園」は、1873年開園

の台東区上野恩賜公園や北区飛鳥山公園等ではあるが、

本稿の対象とする遺跡公園では 1927(昭和 2)年に開園し
た外濠公園が最も古い年代であった。 
都内の全体的な傾向では、1970 年から 2000年代に開
園した遺跡公園が多く、すでに開園から 20 年～50 年が
経過しているが、そうした公園に設置されている復元住

居や復元遺構には経年劣化が見られるものがあった。八

王子市にある椚田遺跡公園は、縄文時代のオブジェが出

迎える緑豊かな公園で、樹木や芝生はよく手入れされて

いたが、公園奥にある復元遺構は表面に若干の剥離が見

られる状態であった。文化財を担当する部署によると、

復元遺構は 1991年の開園当初に設置され、一部補修を実
施してきたが、現時点では全面的な整備の予定はないと

のことであった。他の自治体の遺跡公園についてもこの

ような状況の自治体はあると推測される。 
今後、こうした状態を改善し、地域の遺跡を周知する

という役割を維持していくためには、同様の構造物を新

たに設置しなおすのか、あるいは VR や AR のようなデ
ジタルの新たな手法を用いて遺跡内容を表示、周知する

のか、上記の八王子市の公園だけではなく都内の多くの

遺跡公園が抱える課題と考える。 
なお、本稿において取り上げることのできなかった遺

跡の内容の表示手法については次の機会に取り上げるこ

ととする。 
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